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アメリカの起業家精神―そのルーツを考える
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Abstract
　　This　article　discusses　the　roots　of　American
entrepreneurship　from　the　viewpoint　of　indus－
trial　changes　and　human　alienation．The　shift　from
the　primary　industry　to　the　secondary　industry
due　to　the　Industrial　Revolution　destroyed　the
community，　causing　the　problem　of　alienation。
Japanese　management　system　has　been　suc－
cessful　in　the　secondary　industry　for　its　group－
oriented　features　that　help　People　feel　less
alienated．　However，　the　shift　from　the　second－
ary　industry　to　the　tertiary　one　due　to　the
progressing　Information　Revolution　is　destroying
the　group－oriented　organization．　The　Japanese
government　and　companies　are　trying　to
introduce　American　type　venture　businesses　to
stimulate　the　present　sluggish　economic　condi－
tions，　but　they　are　neglecting　the　fact　that
American　entrepreneurship　is　rooted　in　Ameri－
can’刀@traditionaI　Iifestyles　and　values．
　　The　article　discusses　the　relationship　between
American　entrepreneurship　and、the　tradition　of
Puritanism　and　American　democracy．　Creating　a
new　business　has　something　to　do　with　the
image　of　independence　such　as　creating　a　new
country　in　the　l8th　century　and　moving　toward
the　west　in　the　lgth　century．　In　this　connec－
tion，　this　article　discusses　both　expansionism
and　isolationism　of　Puritanism　and　American
democracy．
　　Japanese　people　generally　think　that　American
entrepreneurship　is　the　result　of　the　risk－orie－
nted　nature　of　American　people，　and　that
venture　business　is　similar　to　speculative
businesses　or　ga bling．　However，　the　American
ntrep eneurship　is　related　to　American　tradi－
tions　of　s lf－made　and　independent　small
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nbusiness s．　This　article　introduces　a　triangle
model　of　small　town，　small　government　and
small　business．
　　Bas d　on　the　author’s　experience，　more
American　people　tend　to　be　attracted　by　small
t wns，　people　give　more　importance　to　the
concept　of　”small　’government”，　and　more
people　want　to　b gin・a”small　business”rather
th n　belongi 　to　Iarge　organizations．　This　can
be　contrasted　with　Japanese　society　where　all
th 　politi al　and　economical　functions　are
centralized　to　Tokyo　and　local　small　towns　are
dependent　on　large　cities　and　people　want　to
become　a　member　of　Iarge　organizations．
　　Along　with　this　line，　the　concept　of　the
“common”奄刀@intr duced　in　the　model．　This
a ticle　d fines the“common”as　the　conceptual
space　tha 　lies　between　the“private”and　the
“public”worlds　where　the　common　people　can
achieve　their　aspirations．　This　article　relates　the
“common”モ盾獅モ?垂煤@to　the　history　of　Boston
C mmon，　the　Co monwealth，　Thomas　Pain’s
‘℃ommo 　Sense”and　the　tradition　of　common
law．　The　conceptual　small　space　of　the“com－
mon”b?モ盾高?刀@more　important　for　the　common
＊教授
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people　to　achieve　themselves，　as　the“public”
world　is　expanding　due　to　recent　economic
expansion　and　the　progress　of　the　Information
Revolution．
　The　Japanese　government　and　companies
have　learned　the　economic　systems　and　manage－
ment　skills　from　the　U．S．，　but　now　is　the　time
to　study　the　cultural　backgrounds　of　American
capitalism　to　conquer　the　problem　of　alienation．
要　旨
　現代社会を産業の変遷と人間疎外の観点から整
理した上で、アメリカの起業家精神のルーツにつ
いて論じた。産業革命により生活包括集団として
のコミュニティが崩壊し人間疎外が問題になって
いるが、情報化の進展（第三次産業への移行）に
より、現代人は組織からも切り離されつつある。
孤立する現代人という観点に立てば、起業家精神
のもつ意味は再検討に値する。本論では、アメリ
カの起業家精神が、ギャンブル精神ではなく、
Puritanismと建国の精神と結びついていること
を中西部のsmall　townにおける生活実感から事
例をあげて触れている。そこにみられる起業家精
神では「経済的自立と精神的自律」がうまく調和
して、アメリカのPuritanismや民主主義のもつ
「拡張主義と孤立主義」が微妙なかたちでバラン
スしている。日本で起業家精神は育たないという
異文化論もあるが、それではベンチャー支援は無
駄という結論に達する。それはベンチャーのもた
らす経済効果だけが問題となる経済論だけで議論
されているからである。日本人は明治以来、アメ
リカ資本主義の表面的な経営技術だけを学んでき
たが、起業家精神は経営技術論では理解できない
ものを含んでいる。
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まとめにかえて
はじめに
　アメリカには二つの故郷があると言われてい
る。一つは建国の発端になったNew　Englandで
あり、もう一つは「古き良きアメリカ」を残す
Midwestである。筆者は、大学院時代と昨年の在
外研究をMidwestのsmall　townで過ごした
が、すでにアメリカの地方大学に留学した体験を
整理して、日米を比較したt。
　本年の夏は、もう一つの故郷であるNew
Englandを訪れる機会があった。大学時代にホー
ムステイしたBoston近郊の街Arlingtonの家庭
を再訪し、Massachusettsを中心に、　New
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Hampshire，　Vermont，　Rhode　Islandの諸州を回っ
た。
　これらの留学・訪問体験からAmerican
democracyとAmerican　capitalismのルーツを考
える機会があった。それはMidwestの生活のな
かから感じ取った起業家精神（entrepreneur－
ship）について再考する機会を与えた。
　本論に関して本格的な調査は今後の課題であ
る。しかし、本論では日常的な体験に基づくエス
ノメソドロジー（ethnomethodology）的アプロー
チを取り入れているfi。歴史観については多少の
文献的検討も行なったが、生活体験をベースに東
部の訪問先で見聞きした旅行客の歴史観をあえて
優先している。
　また、筆者自身の留学・訪問体験に加えて、イ
ンディアナ大学の教授陣、十数年来の友人である
IndianaのH氏とそのファミリー、ホームステイ
したK夫人、アメリカ生活の長い日本人家族など
とのインタビュ　一一が、本論のべ一スになってい
る。
　アメリカという広大で多様な国を包括すること
は難しい。しかし、筆者が二度の留学や今回の夏
季訪問（日常的体験）を通じて得たアメリカ感
は、少なくともマスコミや一般書にある「日本的
アメリカ感」と相違する。そのことの意味を、体
験の実感が残るうちに整理しておきたい。
1．現代社会の構図
　アメリカについて述べる前に、産業の変遷と社
会の変化を図式化してまとめておきたい。これ
は、アメリカの起業家精神が、単なるリスクテイ
キィングを好む国民性に由来するばかりではな
く、基本的なライフスタイルによることを論じた
いためである。
（1）産業 変遷
　人類が定住し、集落（つまりは社会の原形）を
作り上げるきっかけになったのが農業革命（agri－
cultural　revolution）である。この時より、人間は
自然に手を入れ、計画的に生産活動を行うように
なった。第一次産業中心の「農業社会（agricul－
tural　society）」の誕生である。
　この社会の経済的基盤は、農業のベースとなる
土地であり、収穫は年貢という形で吸収され再配
分されていた。この社会の生活基本単位は経済的
に政治的にも基本的単位となっていた「共同体
（community）」である。この時代、人々の生活の
ほとんど全てがコミュニティにおいて完結してい
た。
　イギリスに始まった産業革命（industriaI
revolution）は、第二次産業中心の「工業社会
（industrial　society）」を作り上げた。工業社会
は、生産量によって自由に移動する労働力を必要
とするたあ、土地に縛られていた人々の開放を前
提とする。
　それを実現したのが、フランス革命に代表され
る市民革命（civil　revolution）である。この市民革
命と産業革命を通じて、封建的な土地や共同体に
縛られていた人々は、「市民」となり「労働者＝消
費老」となった。
　産業革命は都市化を推進し、コミュニティを崩
壊させた。経済の基盤は、農業のべ一スだった土
地から、工業を発展させる資本に移り、「資本主
義（capitalism）」社会が登場する。大量生産、大
量流通、大量販売を前提とする大量消費社会が誕
生し、人々は「共同体（community）」にかわって
「組織（organization）」に帰属するようになる。
　今日、議論されているのは、農業革命→産業
（工業）革命に続く第三の革命としての「情報革
命（information　revolution）である。ここでは、、
1アメリカの底力は地方のsmall　townにあり、大学教育にある。日本の「地方」と「大学」に共通して欠けてい
て、アメリカの「地方」と「大学」に共通して息づいているのは「自治」と「競争」と「環境適応力」である。
　（拙稿「アメリカの州立大学」）
fi社会科学者が好む「常識とは異なる視点」「新たな事実の発見」などは、市井の人々の実感を無視して「固定観
念を覆すこと」や「新たな世界観を作る」という発見学的な興味に左右されているケースがある。ところが、社
会学者自身が日常的な世界にあって専門分野以外ではズブの素人であるため、データの収集や解釈には限界があ
り、逆にこうした暴露的な研究が現実を歪めているとエスノメソドロジーでは批判している。（拙稿「パラダイム
変革とエスノメソドロジー」）
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進行形の社会の変化を産業構造の変化から読み
取ってみたい。
　農業革命が第一産業中心の農業社会を作り、工
業革命が第二次産業中心の工業社会を構築したよ
うに、第三の革命としての情報革命は、第三次産
業とりわけ情報・知識産業中心の情報社会を成立
させると考えられている。
　この社会では、経済の発達により、一国だけの
閉鎖的な経済は成り立たなくなり、多国籍企業の
製品は世界市場を対象にしている。環境問題は地
球規模の問題であり、エネルギー資源問題も全世
界で取り組まなけれぽならなくなっている。人的
交流は進み英語を中心とする国際語の普及がみら
れ、文化的交流も活発である。コンピュータ化、
経済の国際化にともないデファクト・スタンダー
ドが各国の法規制を越えて世界標準になりつつあ
る。
　こうした状況下、われわれの生活基本単位は、
「コミュニティ」→「組織」から、「地球」へと拡
大しているように思える。このことは、われわれ
自身に大きな影響を与えつつある。
（2）大衆社会と人間疎外
　現代社会を切り取る第二の構図は、大衆社会論
や人間疎外の問題である。工業化は都市化を伴
う。都市化に伴うコミュニティの崩壊を論じた
が、その際、人間は（少なくとも経済的あるいは
表面的な）自由を得ようとして、自己を喪失しつ
つある可能性が高い。
　ここでいうコミュニティとは、生活包括集団と
してのコミュニティである1。したがって職場コ
ミュニティiVや国家レベルのコミュニティ論vの
ことではない。
　コミュニティでは、第1に、居住者に共有され
ている地域認識があり居住地域の境界性が認識さ
れている。土地との繋がりである。第2に、生活
空間が居住者の間で重なり合っており、地域内の
居住者の集団性が高い。人間集団との繋がりであ
る。第3に、居住者の間に共有されている生活の
ルールがある。それは、地域内道徳ともいうべ
き、世代間の継承を求める行動基準である。規範
（伝統的価値）との繋がりである1）。
　コミュニティの崩壊は、地域との繋がり、人間
集団との繋がり、伝統的価値との繋がりから人々
を切り離した。地域との繋がりをたった人々は、
自由に移動することができる。また、人間集団と
の繋がりをたった人々は、他人との関係に無関心
でいられる。さらに、伝統的価値から自由になっ
た人々は、道徳に縛られずに生きていくことがで
きる。
　しかし、この表面的な自由を勝ち得た人々が、
対価として受け取ったのが人間疎外の問題であ
る。人々は、分業化された仕事、地域や人間集団
からの乖離、生きる指針となる価値の喪失など
で、孤独と疎外を感じている。
　加えて、情報革命の進展によって、現代人は組
織という集団からも切り離されつつある。企業を
生活包括集団として取り込んだ日本的経営は、集
m唐澤和義は、国際基督教大学社会科学研究所の三鷹まちづくり研究会報告書「三鷹市のコミュニティがめざす
新たな課題を求めて」の中の論文「コミュニティの崩壊と再生」（1991年）で、コミュニティを初めて「生活包括
集団」という用語で定義している。
iv 叝崧Iな用語としての「コミュニテa」は、時として職場や趣味サークルなどにおける仲間やインフォーマル
・グループまで含めることもあるし、実際に、P．ドラッカーは、　plant　communityという用語を用いて「職場コ
ミュニティ」を表現しているが、これはF．J．レスリスバーガーやG．E．メーヨーらのinformal　organizationの
延長として位置づけられると言われる。唐澤和義『産業社会とコミュニティ』動草書房，1985年．p．225．の脚注
（2）
v周知の通り、R．M．マッキーヴァーは、「コミュニティという語を、村とか町、あるいは地方や国とかもっと広
い範囲の共同生活のいずれかの領域を指すのに用い（マッキーヴァー『コミュニティ』ミネルヴァ書房，1975
年，p．45．）」ており、必ずしも地域社会に特定していない。しかし、マッキーヴァーが「コミュニテaの最も完
全な類型は国である（前掲書p．135．）」という時のコミュニティとは「共同生活の相互行為を十分に保証するよう
な共同関心が、その成員によって認められているところの社会的統一体（前掲書p．135．）」であって、個別的充足
のために求められる分立的関心によって成立するアソシエーションと対をなす概念として定義されている（傍点
は筆者）。
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団生産性が重要な一部の大企業（第二次産業）で
成功したものの、情報化の進展によって揺らぎつ
つある。企業に帰属していた中年が悩み、若者が
携帯電話に走り、老人が孤独な死を恐れるのも、
深刻化する人間疎外と希薄になりつつある自己ア
イデンティティのためであろう。
2．自立と自律のための起業家精神
　ここでは、筆者が日常生活や旅行の一こまに接
したアメリカを振り返って、起業家精神を育成す
る文化的土壌について考えてみたい。
（1）大学院を出て新聞配達を始めた青年
　筆者が1年間の研修を終えて帰国する直前、最
後に自分の車を売らなければならないという問題
があった。アメリカでは個人間で車の売買が盛ん
である。地方紙のclassified　adに載せることもあ
れば、キャンパスの掲示板に売りたい車の情報を
出す方法もある。筆者はインターネットの中古車
情報をもとに広告と掲示を出した。
　何十人もの学生や市民が見に来たが、そのうち
最も情報に早くアクティブに活動したのがイン
ディアナ大学ビジネス・スクールを卒業して新聞
配達をしている若者であった。彼は、携帯電話で
自分の良く知る自動車ディーラーに検査を予約
し、筆者の車を自己負担で点検した後に、その点
検表をもとに価格交渉を始めた。情報網を生かし
リスクを軽減することは、ビジネス・スクールで
教える定石である。
　インディアナ大学のビジネス・スクールは全米
でもトップクラスの大学院で、MBAの資格は有
名企業に入って高所得を得るパスポートでもあ
る。ところが、彼は、学生時代に始めたピザの宅
配アルバイトから、自分で配達業を始めることを
考えたそうである。地方紙はもちろん、ニュー
ヨーク・タイムズ、ワシントン・ポスト、U．S．
A．ツデaなど全国紙とも契約して、大学周辺を
中心にインディアナ州の複数の都市で新聞配達業
を始めたということだった。
　そのため燃費の良い日本車を探していたよう
で、筆者の車を検討したようである。私は彼のア
クティブなイメージとスマートな価格交渉の進め
方（たとえば点検表を基にした交渉など）に驚く
とともに、大企業の一員になるのではなく「手応
えのある仕事」「手の届く範囲でできる自分の仕
事」をしたいという彼の言葉に感心した。
（2）small　townの活力
　アメリカでは大都市（たとえば政治首都である
Washington）から発せられる全国ネットの
ニュースと同じウェイトで、small　townの情報が
重視される。周知のようにアメリカでは全国紙よ
り地方紙が強い。実際に、都会にいる人々もミネ
ソタの田舎町から流れるカントリーウェスタンの
ラジオを聞き、small　townに憧れる。
　駒沢敏器はアメリカのsmall　townを人口1，000
人以上5，000人以下と定義している2）が、中西部
では人口1，000人以下の町でも十分独自性を発揮
しているところがある。また、筆者の住んでいた
Bloomingtonのような大学町では人口が5万人以
上もありながら、住民が例外なくBloomingtonを
（cityとはよばず）townとよんでいたことから、
small　townの意識が強く残っていた。
　駒沢は、small・townを、①農業を経済的基盤と
するfirming　community、②炭坑や工場閉鎖など
で取り残された鉱・鉱業的small　town、③ヨー
ロッパ各国からの移民が定住した移民型small
townに大別しているが、本稿で論じるのは一番
目のfirming　communityである。それは、本論の
主題である「自立」と「自律」が成り立つ場所だ
からである。本稿では、起業家精神のルーツを考
える上で、「自立」を経済的独立、「自律」を精神
的独立という意味で使いたいが、Midwestの
small　townには「自立」と「自律」が同時にみら
れる。
　MidwestはCorn　Beltとよばれる穀倉地帯であ
る。Indiana州はその真ん中に位置する。この地
域では、奴隷などの外部労働者を使わない自営農
家が土地を開拓したため、独立と相互信頼の精神
が強い。後述するタウン・ミーティング（town
meeting）が実質的に機能し、深い信仰心が政治
意識と結びついている。
　アメリカ社会は、キリスト教の影響を強く受け
ているが、中西部は、アメリカの原形を維持して
いる。日曜の午前中はどこの店も閉まっていて、
今でも帽子をかぶって教会に行く家族を見ること
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ができる。Easter，　Forth　of　July，　Thanksgiving，
Christmasを敬皮に祝い、農業祭を中心とした
county　fairやstate　fairを楽しむのが中西部のラ
イフスタイルである。
　このようなsmall　townにsmall　businessが息
づいている。Indianaの中央にIndianapolisがあ
るが、そこより少し南にMorgantownという
small　townがある。　Morgantownはプラットとよ
ぼれる区画化によって入植が始まった。何もない
大地を碁盤の目のように切ってタウンホールや
コートハウスが建てられた。東部の町にはコモン
（後述）とよばれる広場があるが、中西部の
small　townには必ず町の中央にコートハウスと
よばれる役所兼裁判所がある。これも民主主義の
象徴である。
　Morgantownは、　IndianapolisからKentucky
を結ぶ鉄道が敷かれたことや、第二次世界大戦中
に駐屯基地が近くにつくられたこともあって一時
はかなり栄えた。大戦後、町は兵士がいなくなっ
て寂れたが、4人の主婦がメインストリートに家
庭用品の店を開いて活気を戻した。4人の主婦
は、Main　Street　lndianaというIndiana州の経済
支援策を活用して町の復興に一役かった。
　中西部のsmall　townには町を活性化させた
small　businessの英雄がいる。筆者の住んでいた
Bloomingtonにはクック氏（Mr．　Cook）という事
業家がいて、町を再生した。筆者が大学院にいた
1980年代はじめにはダウンタウンが寂れていた
が、Mr．　Cookは医療機器事業で成功し、コートハ
ウスの内部を改修し、寂れた店を統合して外壁は
昔の町並みを残しながら、モール的な商店街を作
り、閉鎖された工場跡地に農家の朝市（farmers
market）を招聰して町を活性化した。
　しかし、Morgantownを再生した4人の主婦
は、自分たちの町をBloomingtonから少し離れた
観光地Nashvilleのようにしたくないと語る3）。
大資本によって商業化された町にしたくないと考
えているのである。ここにアメリカのsmall
townの底力がある。経済的自立も大切だが「町
おこし」のために自分たちの精神的自律が損なわ
れるならば、あえて事業を拡大しない。
　組織の中の生活に慣れた人間は、small　townの
生活を「孤独で退屈なもの」と勘違いしがちであ
るが、自分で事業を起こし自分で生活するという
ライフスタイルは、決して孤独でも退屈なもので
はない。むしろ、大都市の大きな組織で働く方
が、数段、孤独で退屈な生活かもしれない。
　中西部の mall　businessにおいて、事業は生活
の糧でもあるが、自己を実現する場であり、セル
メイドのライフスタイルを守る場である。アメリ
カのsmall　townには「生きることが事業である」
という主張が感じられる。
（3）孤立主義の伝統
　Midwestの緑豊かな田園地帯には、丸太小屋か
ら大統領に登りつめたAbraham　Lincolnの世界、
Mark　Twainの『トム・ソーヤ』の世界、　Laura
Ingalls　Wilderによる『大草原の小さな家（Little
House　on　the　Prairie）』の世界がいまだに残って
いる。都会の人々があこがれる「変わらない世
界」が現実にある。「変わらない」ということは
「遅れた」ということではない。近代化に取り残
されたのではなく、近代化と一線を画す孤立主義
があるから「変わらない」のである。
　Indiana州南部のスモールタウンWashington
周辺でアーミッシュ（Amish）の家族を訪問する
機会があった。彼らの家は、電気・自動車など現
代文明の成果を使わず、馬車で移動し、家の周り
では洗濯物を干しているのですぐ分かる。
　ところが、彼らは広大な土地をもち比較的豊か
に自立して暮らしている。農業をべ一スに観光や
家具製作などで生計をたてており現代文明を巧み
に利用している。自分たちの生活のためには
宗教的信念から電気も自動車も使わないが、生産
物を出荷するときは自動車を利用する。アーミッ
シュ料理をだすレストランでは電気オーブンを使
い、アーミッシュ村のホテルは近代的エアコンが
きいている。また、アーミッシュ家具の作業所で
は電動工具を使っている。
　彼らは現代文明を否定しているのではなく、現
代社会から逃避しているわけでもない。現代社会
と一線を画して自分たちのライフスタイルを堅持
しているのである。ここにも自律のために自立す
る人々がいる。
　アーミッシュは宗教的にはピューリタンとは異
なるが、そのライフスタイルには共通点がある。
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ピューリタンはアメリカ入植当初、ろくな産業も
なく苦労したが、ケープコッド（鱈岬）周辺の魚
をヨーロッパに輸出して生計をたてた。彼らは
宗教上の信念から魚を食べなかったが、他人が食
べることには無頓着だったのである。
　アーミッシュはOhioやIndianaなど中西部に
集中している。今日でも中西部のライフスタイル
が孤立主義を許容しているからである。Indiana
のsmall　townには、ガレージの横に大きなパラ
ボラアンテナを立てた家が多い。世界の情勢を衛
星放送でキャッチしながら、自分たちの自己実現
はガレージの中にあるとでもいいたげに、世界と
一線を画して自分たちの世界を守っている。
　筆者の古くからの友人H氏は、インディアナ
大学を退職した後、ウィスコンシン州に別荘を
買った。子供が同州にいるというのも一つの理由
だが、彼の買った別荘は、子供の家族から遠く離
れた湖のほとりにある。その湖は国立森林公園
（National　Forest）に囲まれていて民間の所有地
は制限されている。
　購入の動機について彼は「フィッシングやハン
ティングができる」こと以外に「周りが国立森林
公園なので将来不動産開発が進んでも隣の家と距
離をおくことができる」をあげていた。隣の家と
は車で数分、最低限の食料を買う村も離れた
「“陸の孤島”で暮らすことが長年の夢だった」
というのである。日本の過疎村はおそらく彼のラ
イフスタイルからみれば「夢の地」ということに
なるかもしれない。
　Midwestでは過疎化が深刻にならずに、　small
townがしっかりと根付いて生き残っているが、
この背景には、こうした個人レベルの孤立主義が
あると考えられる。
3．異文化論としての起業家精神
　もともと、アメリカ人は起業家精神が旺盛で、
日本の土壌で起業家精神を育てることは難しい、
という議論がある。日本でも何度もベンチャービ
ジネス・ブームがあるが、それがいつとはなしに
消えてしまうのは、異文化論による「不向き」の
結論である。しばしば、アメリカ人のリスク志向
や創造性と、それと対照的な日本人の安全志向や
組織志向、あるいはコピーのうまさがあげられ
る。根拠のないことではない。
（1）ギャンブル好きの国民性
　ラスベガスはアメリカ人のギャンブル好きを象
徴したような町である。砂漠の真ん中に派手なホ
テルの高層ビルが立ち並び、不夜城のカジノで遊
び、華麗なショウを楽しむ。筆者が最初にラスベ
ガスを訪れたのは1982年の夏だったが、その後、
4度。訪れるたびに街は大きく立派になってい
る。ゴールド・ラッシュに一撰千金を夢見て西部
に渡った「山師」たちのギャンブルを象徴するよ
うな街である。
　ところが、今回の研修中に、東部の田舎町にも
カジノがあることを発見した。Great　Smoky
Mountainsの麓の街Cherokeeではラスベガス並
みのカジノがあった。この町は、名前からもわ
かるように全米19州にあるNative　American
Reservationsで運営される200のカジノの一つで
ある4）。Native　Americanとカジノの関係は本論
のテーマと離れるので別の機会に論じるが、多く
のReservationsでカジノがみられる。
　Cherokeeは、他のNative　American　Reserva－
tionsと同様に、ドライ・シティとよばれる「禁酒
の町」である。アルコールが欲しい場合は、隣町
までいかなければならない。そのようなドライ・
シティにもかかわらず、朝早くから、老夫婦ボス
ロットル・マシーンに興じている様子を見て、ア
メリカ人のギャンブル好きを思い知らされた。
　Indiana州にも　French　Lick　という　small
townに今世紀初頭カジノが開かれていて、アル
カポネを始めとする有名人が集ったという記録が
ある。そこには当時の盛況ぶりをしのばせる大き
なドーム状のカジノがあった。屋根付き野球場の
草分けHouston　Domeができるまで、ドーム状の
建物としては世界一だったそうである。
　Indiana州は非常に保守的なところである。そ
のような保守的な農業地帯のsmall　townにもこ
のようなカジノがあったということだけでも、ア
メリカ人のギャンブル好きが示されている。
（2）国土の広さと独立心
　国土が広いので独立心が強いという議論もあ
る。よく知られていることであるが、アメリカ人
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と日本人で異なるphysical　contactやcomfort－
able　distanceに関する距離感覚について生活実感
から触れてみたい。
　筆者が初めてアメリカに旅をした時は、
“Excuse　me”を「失礼します」と解釈し、アメリ
カ人は礼儀正しいと考えた。しかし、その後の生
活経験から、“Excuse　me”はアメリカ人のもつ
「安心できる対人距離i（comfortable　distance）」
の感覚と密接に関係していることを知った。
　アメリカ人は、身体が直接触れることを極端に
嫌う。そのたあ、狭い人の間を通りぬける時や、
相手と身体が触れそうな距離になると、本能的に
“Excuse　me”を連発する傾向にある。それは、自
分が通るサインのようなものともいえる5）。
　満員電車やバスに乗れないのも対人距離感に関
連するが、飛行機などで狭いスペースにどうして
も入らなければならない時は、隣の人と小さな
チャットをする。このチャットが“Excuse　me”
の延長であることを生活体験の中から実感した。
　日本人は、一度話し出すと永遠に話し込まなけ
ればならないと考えて会話を避ける傾向にある
が、この種のチャットは、短い挨拶が常識で、そ
の後は無言でも一向に気まずい雰囲気は生じな
い。最後に別れるときに、もう一度チャットすれ
ばよい。
　笑顔で“Hi！”と声を掛け合うのも、必ずしも
アメリカ人が陽気だからではなく、相手との距離
が一定以内に近づいた場合に「自分の存在を相手
に知らせる」シグナルと思われる。これは筆老が
“How　are　you？”をエスノメソドロジーとの関
連で論じたこととも関連するの。
（3）遺伝子研究からみた新規探索傾向
　欧米人の遺伝子は、そもそも日本人の遺伝子と
異なり創造性に富んでいるという研究もある。筆
者の専門外なので、多くは言及しないが、生物学
の研究者から聞いた「新規探索傾向」と「リスク
志向」の研究成果を紹介する。
　最近の遺伝子研究によれば、新たなリスクに挑
むのも安全を志向するのも脳細胞内の遺伝子と関
係があるようである。たとえば、ドーパミンの第
四レセプター内の遺伝子情報が長い場合、新規探
索傾向が高いことが確かめられている。
　逆に、第17番染色体の遺伝子によってセルトニ
ン・トランスポーターが少なくなった場合、将来
に不安を感じる傾向が高いということである。こ
の不安を感じる遺伝子をもつ人の割合は、アメリ
カで68％であるのに対して、日本では97％と圧倒
的に高いという報告がある。
（4）　自己責任についての常識
　日本人は農耕民族であり集団を好むが、アメリ
カ人は狩猟民族で自己責任を重んじるという議論
がある。銃社会であることもそれと関連するとい
われる。自然との関係でも日本人が「共存」を志
向するのに対して、アメリカ人は「対立」すると
いわれる。
　ケープ・コッド国立海洋公園（Cape　Cod
National　Seashore）を訪れたとき、浜辺に「監視
員なし（No　Lifeguard　on　duty）」の表示があっ
た。差し替え式で、監視員のいる時は「監視員あ
り」の表示になると思われる。国立公園内なので
シャワー設備もあり、更衣室も利用でき、浜辺は
多くの観光客でにぎわっていた。日本なら国の施
設に監視員もおかずに観光客を入れることに議論
がおこりそうである。
　グランド・キャニオン国立公園（Grand
Canyon　National　Park）の谷へ下る道には「谷間
の底は高熱になるので、自分のリスクと責任で降
りるように」という表示があった。ザイオン国立
公園（Zion　National　Park）で↓ま、昼でも暗い峡谷
の間を行くことができるが「増水時の危険は覚悟
するように」というサインがあった。
　エバーグレイズ国立公園（Everglades　National
Park）では駐車場でワニと出会った。イエロース
トーン国立公園（Yellowstone　National　Park）と
ヨセミテ国立公園（Yosemite　National　Park）で
は熊に出会ったが、パークレンジャーがじょうず
に杖で音をたてて追い払った。アメリカの国立公
園ではワニや熊に限らず猛獣と遭遇することを承
知で公園内に入る必要がある。そうした動物との
接し方は国立公園の案内書にあるが、リスクは観
光客の自己責任にあると考えられている。
　よく言われることだが、欧米の電車・地下鉄で
は「白線の後ろに下がってお待ちください」のよ
うなアナウンスはないし、エスカレーターで「お
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子様の手をつないでください」というようなアナ
ウンスは聞いたことがない。欧米では、鉄道やエ
スカレータの乗降に関するマナーは「自己責任の
常識」である。
4．宗教と伝統の国
　アメリカの起業家精神を論じる場合、「建国」
と「ピューリタニズム」を避けて通れない。「建
国」自体が創造的であり、ピ＝一リタニズムが独
立精神の基盤になっている。アメリカは宗教と伝
統を重んじる国である。
　日本でアメリカは歴史の浅い国という誤った認
識が残っているのは、明治以降、西洋史研究がド
イツ語の文献を通して始まったことと無縁では
ないといわれるT）。たとえば、アメリカ革命
（American　Revolution）を「アメリカ独立戦争」
と解釈する傾向が残っているが、Revolutionary
Warとよばれる「アメリカ革命」は「フランス革
命」に影響を与えた市民革命である。アメリカは
イギリス人によって作られた「新たなイギリス
（New　England）」であり、少なくとも民主主義と
キリスト教の伝統を論じる場合、アメリカの歴史
はイギリスというフィルターを通じてギリシャ・
ローマに瀕ることを日本人は軽視しがちである。
（1）祝祭日にみる宗教と伝統
　アメリカの祝祭日は常に宗教と伝統とともにあ
る。もちろん、祝祭日は、季節に区切りをつける
日になっていたり、商業的なイベントの日にも
なっているが、それぞれの意味は、宗教や建国の
伝統と深いつながりがある。また、州単位で祝祭
日が異なるため地域に根ざした日もある。
　アメリカの祝祭日は、国で決められた「国民の
祝祭日」と州政府が決める「州独自の祝祭日」に
分けられる。全米的な国民の祝祭日は、New
Year’sDay（1月1日）、　Martin　Luther　King
Jr．　Day（1月第3月曜日）、　Independence　Day
（7月4日）、Labor　Day（9月第1月曜日）、
Veterans　Day（10月第4月曜日または11月11日）、
Thanksgiving　Day（11月第4木曜日）、　Christmas
Day（12月25日）の6日である。
　州独自の祝祭日は、最も少ないMaineや
Ohioでは3日、最も多いLouisianaで10日と、州
によって異なるが、多くの州でPresident　Day
（2月）やMemorial　Day（5月）やColumbus
Day（10月）が祝祭日になっている。また、南部の
州ではRobert　E．　Lee’s　Birthday（1月）を祝日と
する州が多い。
　休日になっていなくとも生活の中に定着した日
として、宗教的な日や伝統と深く関連する日があ
る。生活実感を通じて得た歳時記は以下の通りで
ある。
　Epiphany（1月6日）：カトリックでは三人の
博士がキリストのもとへ訪問した「三王の祝日」
といわれ、ギリシャ正教ではキリストの洗礼を祝
う「あかりの祝日」とよばれる。クリスマスから
数えて12日なのでTwelfth　Dayともいわれ、
Little　Christmasともいう。
　St．　Valentine’s　Day（2月14日）：日本のように
女性がチョコレートを贈る日ではなく、男女、夫
婦、先生と生徒などさまざまな間で花などが贈ら
れる。
　Ash　Wednesday：イースターから日曜日を除
いて40日前にさかのぼったLent（四旬節）の第一
日目。カFリックでは繊悔を行なうため繊悔のシ
ンボルである灰が使われる。
　St．　Patrick’s　Day：アイルランドの守護聖人バ
トリックを祝う日で、緑の服装をしてビールを飲
む人が多い。アイリッシュやカトリックの多い地
方で盛んと聞いている。
　Easter：復活祭はユダヤ教の春分祭の風習が
残っており、Easter　Egg　Huntというカラフルな
卵探しが子供の行事として行われる。
　Halloween：ケルト族の習慣やローマのApple
Queen祭に起源があるが、ローマがケルト族を征
服した後、カトリック教会が11月1日を、全ての
聖者や魂が集う万聖節（All　Hallows’Day　and
AII　Souls’Day）と定め万聖節の前日（All
Hallows　Eve）としたことに由来する。子供たち
がTrick　or　Treatと言いながら家々を回る。
　また、アメリカの休日は、建国と伝統に深いつ
ながりがある。Independence　Day（独立記念日）
はいうまでもなく、アメリカ建国を祝う日で、
small　townでもメインストリートでパレードが
ある。東部では、4月に革命戦争（独立戦争）が
始まった日を記念するイベントがある。
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　全国的な休日になっていないが、多くの州で祝
日とされる日も建国や歴史とつながりがある。
President　Dayは、州によってWashington’s
BirthdayやLincoln’s　Birthdayと呼ばれ、2月に
誕生日のあるWashingtonやLincolnを記念した
日である。Memorial　Dayは、南北戦争後、兵士の
墓に花を飾る習慣に基づきローガン将軍が始めた
5月最終月曜の戦没者祈念日である。Columbus
Dayは、コロンブスがアメリカ大陸を発見したこ
とを祝う日である。
　日本の祝祭日がr海の日」のように歴史や宗教
と無縁の日が多いのに対して、アメリカのカレン
ダーには歴史や宗教が刷り込まれている。Indian
Summerの頃からハロウィーンのオレンジと黒
のカラーが街を包み、クリスマスの赤と緑の世界
に変わっていくのを生活の中で実感した。
（2）Thanksgivingに見る建国精神
　これらの祝日のうち、宗教と建国が結びついた
ゴールデン・ウィークとしてThanksgiving　Day
をあげることができる。Thanksgivingは11月第
4木曜日で翌日も含め休日とする企業が多いので
4連休になる。こうした長い連休ということも
あってThanksgivingは「家族の日」で、多くの
人が故郷へ帰る。ゆっくり伝統料理を食べて、食
後は家族そろって散歩を楽しむが、正月料理を食
べた後に初詣にでかける日本の様子にも似てい
る。
　Thanksgiving前夜も日本の大晦日を思い出さ
せる。交通機関や高速道路は帰省客で混雑し、
人々は特別料理の食材を買いにスーパーに急ぐ。
翌日から数日間は店が閉まるので筆者も買い出し
にでたが、買い物客は小走りで慌ただしく、ちょ
うどクリスマスの準備を始める季節なので、店頭
にツリーやリースが並んでいて、その光景が門松
や松飾りの特設売り場のように見えた。逆に、
Thanksgivingの当日は、日本の元旦のように街
は静まりかえり、市中の道路は閑散としている。
　周知のように、アメリカの起源の一つは
Mayflower号でやってきたPilgrims　Fathers（巡
礼始祖）に求められる。彼らは、1620年に
Plymouth開拓地を建設するが、入植当初、職人
や商人が多かったこともあり、狩猟や耕作の仕方
を知らず、大自然の中で冬を越す間に半数の者が
寒さと飢えで102名のうち半分が死んでいった。
　そんな時、酋長マサソイトとNative　American
たちが現れて 狩りの仕方、食べられる木の実の
見分け方からトウモロコシの栽培方法にいたるま
で、大自然のなかで生き抜く智恵をさずけられ
る。
　その年を無事に乗り切ったPilgrims　Fathersた
ちが、最初の収穫を感謝したのが、Thanksgiving
（感謝祭）で、三日間続いた祭典には、Native
Americanたちも招かれている。マサソイト酋長
は5頭の鹿を土産にもってきて、90人の部下と一
緒にこの祭典に参加し、実りの秋をともに祝った
という。
　Thanksgivingに纏わる話は多く、マサソイト
酋長の弟、クアデキンタが鹿の皮いっぱいに「は
じけるトウモロコシ」を持って来たという記録も
ある。アメリカ人が大好きなポップコーンも、こ
の「最初の感謝祭」に添えられたのである。
　今でもアメリカの家庭では、この時期に、イン
ディアソ・コーンを飾り、アメリカ土着の鳥であ
る七面鳥を焼いて、クランベリーやサツマイモを
使った料理をする。クランベリーはNative
Americanの食べ物だったし、ふだんはポテトを
食べるアメリカ人がサツマイモを食べるというの
も植民地時代の食生活と関係がある。
　したがって、Thanksgivingは、建国の苦労と歴
史を思い出す日といえる。Native　Americanが最
初のThanksgivingに招かれた話や、Washington
が特別な日として制定し、Lincolnが11月第4週
の木曜日を国民の祝日に決めたことなど、たいて
いのアメリカ人が知っている。
（3）歴史を大切にする国柄
　Pilgrims　Fathersが最初1こ開拓地を建設した
PlymouthにはPlymouth　Rockと呼ばれる石があ
る。Pilgrims　FathersがMayflower号から最初に
下船した時に踏んだという石で、Pilgrims　Fathers
が到着した1620年の数字が刻まれている。
しかし、この石はどう見ても後の人々が作り上
げた記念碑である。第一級の歴史的資料、William
Bradfordの「ブリムス植民地について」では、
Mayflower号はCape　Codに漂着した後にハドソ
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ン川周辺を探索しようとした。しかし、嵐にあっ
てCape　Codまで戻っている。良港を求めて周辺
を探索して回ったわけで、下船にあたっても厳冬
の中で彼らには余裕がなかった。当然、どの石が
アメリカ到着第一歩を示すかなどということは特
定できない。
　ところが、アメリカでは、Plymouth　Rockを知
らない人はいない。全米自動車協会（AAA）の
公式ガイドブックにも小学生向けの歴史書にも
rPlymouth　Rockに第一歩が印された」と明記さ
れている。Plymouth　Rockは砂浜の端にあるが、
パルテノン神殿を思わせるような花嵩岩の屋根つ
き前廊（portico）に覆われて、風雨から保護され
ている。
　Kentuckyのリンカーン生誕の地（Lincoln
Birthplace）を訪れた時にも同様の違和感を感じ
た。Lincolnは、丸太小屋から大統領になったこ
とで有名だが、彼の生まれた丸太小屋も再建され
て、風雨を避けるために立派な神殿風の建物の中
に保存されていた。
　後からレプリカを作って、本物でないものを大
袈裟な白亜の殿堂にしまい込むというのは筆者に
は違和感があったが、それはLincolnの重みを知
らない日本人の感覚なのかも知れない。
　ColoradoのMesa　Verde　National　Parkを訪問
した際には、Native　Americanの住居跡を作って
いる光景を見た。考古学的な検証に基づいている
のであろうが、遺跡を後から堂々と作っているこ
とに驚いた。
　しかし、エスノメソドロジー的に見るならば、
レプリカであろうと、市井の人々に訴える見本例
が歴史観を形成するわけで、アメリカは建国から
の歴史が浅いために一層歴史を大切にする国柄で
あることは間違いない。筆者がPlymouthで泊
まったホテルにはPlymouth　Rockを模倣した石
が温泉プールの中央に置かれ子供たちが遊んでい
た。そのような「歴史体験」が日常知を形成する
といえる。
（3）アメリカの歴史教育
　小学校から「ナイロン製のバックパック、ビ
ニール靴、プラスチックの筆箱や弁当箱、昼食用
の缶ジュースなどを持たせないで登校させてほし
い」という通知があった。年に数回、一部屋学校
（one－room　schoo1）とよばれる丸太小屋で学習す
る寺子屋体験学習があった。その丸太小屋は郡
（county）が共有する古い小学校で、郡の公立小
学校が順番に出張教育を受ける。先生は「大草原
の小さな家」に出てくるような服装で、子供たち
も木綿の服や靴で参加する。羽ペンとインクを使
い、コピーした教材は出さずに、一つしか窓のな
い教室で「昔の授業」を再現する。伝統を身体で
体験する場を郡の教育委員会が設けているのであ
る。
　すでに祝祭日を通じて、歴史や宗教が人々の生
活に定着していることにふれたが、こうした祝祭
日や季節ごとに繰り返されるイベントが歴史教育
の機会になっている。
　アメリカの国立公園は、重要な自然教育と歴史
教育のシステムになっている。ビジター・セン
ターは国立公園の自然と歴史について分かりやす
い展示をしており、統一された地図と歴史紹介の
公式パンフレットがある。専門教育を受けたパー
ク・レンジャーが、丁寧に歴史を教える。
　東部や中西部には開拓村（pioneer　village）とよ
ばれる昔のsmall　villageが数多く残されている。
そこでは、水車でトウモロコシを引いたり、鍛冶
屋（B ack　Smith）が実際に馬具などを作って見
せている。冷蔵庫のない時代に食料を保存した貯
蔵庫に実際に食糧がおかれていてバターや蟻燭の
作り方を教えてくれる。加えて、どのsmall
townにもビジターセンターや資料館があり、町
の歴史が紹介されている。
　Bostonの州議事堂ホールに独立戦争当時から
の国旗が飾られ、中央のStar　Spangled　Banner
Flagの前には「脱帽、禁煙」の注意書きがあっ
た。髪を染めピアスをした若者まで含めて陽気な
アメリカ人が国旗の前では無口でまじめな顔つき
になる。アメリカでは1943年のWest　Virginia州
教育委員会の決定を機に、一般人に対して国旗へ
の忠誠を求めることは憲法違反とされているが、
生活習慣としては、国旗への忠誠は高い。
　周知のことではあるが、官公庁はもちろんのこ
と、祝祭日でなくとも国旗を掲げる民家が多い。
スポーツの前に国旗掲揚と国歌斉唱は常識で、ス
タンドやスタジアムの観客は全員起立し脱帽し国
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歌を斉唱する。イベント等で国歌を歌うことは名
誉とされ、有名人歌手がこぞってこれを歌う。政
府要人や軍人が死亡した場合は、棺は星条旗に包
まれ、民間の家でも半旗を掲げる。
　生活実感として「旗の多い国」という印象が
残っている。国旗は歴史を象徴しているが、アメ
リカの歴史教育の特徴は具体的・体験的であると
いうことである。それは、次に述べる英雄伝説に
よる見本例ともつながっている。
（4）英雄伝説による歴史形成
　アメリカ人ならよく知っている独立戦争の英雄
にPaul　Revereがある。彼はフランスからの移民
であった父の後を継いで銀細工職人をしていた
が、ボストン職人仲間を通じて独立運動に参加、
ボストン茶事件でもNative　Americanに扮装し
て加わっている。
　独立戦争直前の1775年4月18日、Paul　Revere
は、イギリス軍の動向を調べるためにCharles－
townのウィリアム・プレスコットと示し合わせ
て、イギリス軍が陸路で攻めてくる場合は一つの
ランタンをNorth　Churchの塔の上に掲げ、水路
で攻めてくる場合は二つのランタンを掲げること
を決めた。
　そして、Boston　Common近くに集まったイギ
リス軍のボートを見て、水路から攻撃があると判
断し、ランタンを二つ寺男に命じて教会の塔に掲
げさせた。さらに、Paul　Revereはイギリス船の
停泊するチャールズ川をボートで渡り、馬を走ら
せ、LexingtonにいたSamuel　AdamsやJohn
Hancockなどアメリカ側のリーダーにイギリス
軍の攻撃を知らせた。
　当時、アメリカ側の弾薬はConcordに結集され
ており、それを察知したイギリス軍が奇襲を計画
していた。ところが、Paul　Revereの機転と行動
力によってイギリス軍奇襲をアメリカ側が事前に
知るところとなり、BostonとConcordの中間地
Lexingtonで独立戦争の火ぶたが切って落とさ
れたことになる。
　このエピソードは、国民的な詩人Henry　W．
Longfellowの“Paul　Revere’s　Ride（ポール・リ
ビアの早馬）”という詩になり、アメリカでは小
学生でも知っている。　“Listen，　my　children，　and
you　shall　hear．　Of　the　midnight　ride　of　Paul
Revere．（子供たちよ、聞’きなさい。ポール・リ
ビアの真夜中の疾走を）”で始まる詩は、リズム
がよく、独立戦争前夜の緊張感を今に伝えてい
る。
　すでに筆者は、パラダイム論において、見本例
としての武勇伝の重要性を指摘してきた8）。アサ
ヒビールの組織パラダイム変革の事例において、
樋口語録やスーパードライ発売時のエピソードが
武勇伝化して、変革の見本例を作ってきた。本論
は、組織変革論ではないが、アメリカにおいて
も、英雄伝説が独立革命という創造的活動の見本
例になっていることに注目したい。
　歴史を調べれば、Paul　Revereの行動だけがイ
ギリス軍急襲を阻止したわけではない。急襲を計
画したのはイギリス軍のThomas　Gage将軍だ
が、その命を受けたFrancis　Smith大尉が進軍に
手間取り、彼らがLexingtonに到着したのは夕刻
であった。イギリス側の不手際もあったのであ
る。また、Paul　Revereがチャールズ川の北側の
ルートをとったのと同時に、William　Dawesが南
側からLexingtonに伝令に走っている。
　しかし、Longfellowの詩によって武勇伝化し
たPaul　Revereの伝説が、エスノメソドロジー的
にいえばアメリカ人の日常知的な歴史観を形成し
たといえる。それは、BostonのFreedom　Trailを
歩けばすぐに分かる。Old　North　Churchはランタ
ンを掲げた教会として有名になり、その前の広場
は、Paul　Revere　Mallと名づけられ、馬にまた
がったPaul　Revereの像がある。また、　Paul
Revereの家が近くに保存されており、彼の墓も
Park　Street　Church裏にある愛国者の墓地として
有名なGranary　Burying　Groundシこあって、多く
の観光客が訪れる場所になっている。
　こうした英雄伝説は各地のsmall　townにもみ
られる。たとえば、Indiana州西部のVincennes
にはGeorge　Rogers　Clarkの立派な記念堂があっ
てNational　Historic　Park　Iこも指定されている。
厳冬の中、オハイオ川の支流であるWabash
Riverを渡ってイギリス軍の砦を背後から急襲
し、独立戦争を援護した武勇伝をもつ人物で、こ
ちらはアメリカ人の常識になるほど有名ではない
が、Vincennesでは英雄とされている。
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（5）自己信頼の思想
　全米にチin一ン店を展開している書店Barnes
＆Nobleの店頭で平積みされているエマソン
（Emerson，　Ralph　W．）のエッセー集『自己信頼
（Self－Reliance）』を見た。　Barnes＆Noble社が最
近（1995年に）発行したものである。
　1837年、ファイ・べ一タ・カッパ（φβκ）
Harvard大学支部で講演したエマソンの「アメリ
カの学者（The　American　Scholar）」は、「アメリ
カの知的独立宣言」として知られているMが、「学
者は考える人であれ」「本の虫になるな」という
言葉には「自己信頼（Self－Reliance）」の思想が込
められている。学者は、本に頼るのではなく、自
分を信頼し、自分自身の心に聞いてみうというわ
けである。
　注目すべき点は、エマソンの難しい本が、今日
でもBarnes＆Noble社のような大型書店で繰り
返し再発行され平積みされているということであ
る。また、数多くあるエマソンのエヅセーを集め
ながらタイトルをr自己信頼（Self－Reliance）』と
している点である。
　その本の背表紙には“What　I　must　do　is　all
that　concerns　me，　not　what　the　people　think．
（他人がどう思うかではなく、自分の思うことを
なせ）”というエマソンの言葉があり、最初の
ページには“To　believe　your　own　thought，　to
believe　that　what　is　true　for　you　in　your　private
heart　is　true　for　all　men，　that　is　genius．（自分の
考えを信じ、自分にとって正しいことは人類の真
実と信じることが、賢明だ）”という一文があっ
た。
　エマソンの活躍したConcordを訪れたとき、驚
いたのは、ソロー（Henry　David　Thoreau）ヵミ『森
の生活』を書いたウォルデン池（Walden　Pond）
がアメリカ人観光客で満員だったのに対して、
『若草物語（Little　Women）』を書いたオルコッ
ト（Alcott，　Louisa　May）の家は、日本人観光客で
満員だったということである。周知のようにr赤
毛のアン』の舞台、Prince　Edward　Islandも日本
人の人気観光スポットである。
　エマソンの哲学書が売れ、文学者オルコットの
家よりも思想家ソローの住んだ池にアメリカ人が
引きつけられるというのは、どうしてだろうか。
そこにはアメリカ人の共鳴する「自己信頼の思
想」が共通項として息づいているように思える。
　日本人は「組織に帰属したい」「誰かとつな
がっていたい」と考えがちだが、アメリカ人は
「自分以外のものに帰属したくない」と考える傾
向がある。自己信頼の思想である。ウォルデン池
はごく普通の池である。しかし、そこでソローは
社会から隔離された「自分の世界」を生きること
ができた。そこを訪れてソローのよ．うに池を眺め
て自分を見つめ直したい。そう考えるアメリカ人
が多いように思えた。
5．Puritanismと起業家精神
　アメリカの民主主義と資本主義を語る場合に避
けて通れないのがPuritanismの伝統である。
Puritanismは、多様な移民の文化と融合しながら
アメリカ文化の核心的体質となり、アメリカ人の
国民意識の底に定着している。
　ここでいうPuritanismとは宗教的信条のこと
ではない。本論のそれは生活のあらゆる側面に影
響をあたえている文化的要素であり、カトリック
教徒であってもユダヤ教徒であっても、アメリカ
人である以上、何らかの影響を受けている国民的
体験そのものである。エスノメソドロジー的に表
現すれば、「日常知（commonsense　knowledge）
としてのPuritanism」といえよう。
（1）孤立主義のルーツ
　アメリカは不思議な国である。モンロー主義の
国でありながら、帝国主義と批判される国であ
る。自国の利害と結びつかない紛争にはいっさい
手を出さない一方で、世界の警察を自認して世界
中に出兵する。この、アメリカ人の孤立主義と拡
張主義のルーツは、すでにPuritanismにみられ
る。それは、ピューリタンが二つの勢力の合体
だったからである。
　第一の勢力は、分離派の人々である。彼らはス
vi zームズ（Holmes，　Oliver　W．）が『エマソン』の第四章で、この講演を「アメリカの知的独立宣言」と評した
ことは有名である。
一45一
334 長野大学紀要　第21巻第3号　1999
チュアート王朝の新教徒弾圧から逃れてオランダ
に移り住んだが、この地からも逃れてメイ・フラ
ワー号に乗って1620年にアメリカに渡り、
MassachusettsとPlymouthの植民地を建設し
た。住む場を追われて巡礼してきた人々という意
味でピルグリム・ファーザーズ（巡礼始祖）とよ
ばれている。
　彼らは、もともとイギリス中北部にあった人口
わずか200ほどのスクルービ村に住んでいた人々
で、Plymouth植民地建設の中心的指導者William
Bradfordもスクルービ村のウィリアム・ブルー
スターの館で行われていた宗教的な集いに参加し
ていた少年である9）。
　分離派の人々は自分たちの小さな宗教的世界を
守ることを大事にしており、政治的野心はほとん
どもっていなかった。したがって、彼らのアメリ
カ移住は、新しい国家の建設のためではなく、自
分たちの宗教的信条を守るための既存社会からの
積極的な隔離、すなわち孤立主義に起因していた
のである。
　分離派の人々の孤立主義を物語る典型は、オラ
ソダ脱出の動機にみられる。彼らは当時「自由
の国」とよぼれていたオランダでの新しい生活に
満足しなかった。それは子供たちがオランダの
影響を受けて同化することを危惧したからであ
る。
　分離派の歴史を語る代表的な資料にBradford
の『プリマス植民地について』があるが、彼は
「あらゆる悲しみの中でも堪えがたいほど苛酷な
ものは、子供たちの多くが、…この国の若者のあ
いだのひじょうな放縦やその土地の幾多の誘惑に
よって、悪い手本にならって、節度を失い、危険
な道に引きずりこまれ、たががゆるんで両親から
離れてゆくことであった」と書き残している1°）。
彼らは自分たちの世界を守るためにアメリカに移
住を決心したのである。
（2）拡張主義のルーツ
　ピ＝一リタソを構成する第二の勢力は、イギリ
ス国教会に反対する反体制派の牧師など教職者た
ちに率いられた会衆派の人々である。分離派の
人々は農民や職人であったが、会衆派の指導者
は、学識も高く野心も強く世俗権力と結びついて
いた。
　もともと、ピューリタンとは英国国教会の改革
を不十分としてこれを清浄化しようとした人々の
総称である。クロムウェルの清教徒革命を想起す
れば、当時のイギリスにおいて宗教と政治がいか
に密接であるか理解できる。彼らはカトリックで
あったメアリー女王の新教徒弾圧から逃れて一度
ジュネーブなどに逃れたが、エリザベス女王即位
とともに一部が帰国した。
　彼らのうち長老派は、ジュネーブでは政治改革
も行い、スコットランドでも政治権力と結びつい
ていた。宗教改革は政治改革と同時に行なわなけ
れぽならないと信じる人々で、エリザベス女王の
後、ジェイムズー世の弾圧強化で反体制の運動を
イギリス国内で展開していた。
　たとえぽ、1630年にSalemに移住し、ボストン
植民地を建設した初代Massachusetts総督ジョ
ン・ウィンスロップは、治安判事職にあるジェン
トリーであった。彼らは、比較的高い社会的地位
にあり、世俗権力から孤立することはできなかっ
た。新教徒弾圧の結果、アメリカに渡ったが、そ
の目的は亡命ではなく、新たな国家建設によって
イギリスに対抗することであった。ここにアメリ
カ独立の革命思想のルーツがあり、Puritanismの
拡張主義が見え隠れする。
　こうした孤立主義と拡張主義は、矛盾すること
なく今日のアメリカでも生き続けている。それ
は、次にみるアメリカン・デモクラシーの比較に
おいて、より図式的にみてとれる。
6．アメリカン・デモクラシーと起業家
　精神
　アメリカン・デモクラシーだけでも論文ができ
るテーマだが、ここでは、ジェファーソン民主主
義とジャクソン民主主義を比較することで、アメ
リカン・デモクラシーにある孤立主義と拡張主義
をみてみたい。また、両者の比較だけではアメリ
カン・デモクラシーがとらえられないことを平民
主義という側面で切り取ってみたい。
（1）ジャクソン民主主義とは
　山本（1971）は、ジャクソン民主主義の成果と
して、①党人任用制と官職交代制、②各州の一般
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投票による大統領選挙人の選出、③コーカサスに
代わるナショナル・コンベンションによる大統領
の指名、④男子普通選挙制の拡大、などをあげて
いるが、いずれも政党政治の制度的改革にとどま
り、ジャクソン民主主義の内容は貧弱だったと批
判している11）。たしかに、男子普通選挙制の拡大
でも、選挙権の採択は各州にまかされていたの
で、ジャクソンの大統領時代に男子普通選挙制に
なった州は一つもない。
　むしろ、ジャクソソ民主主義の成果は、ジャク
ソンの政治改革よりは彼の時代そのものをイメー
ジしており、彼自身の経歴にみられるように、平
民（common　people）の間に政治意識を高め、政
治を大衆とって身近にしたことであろう。
　Andrew　Jacksonは貧しい丸太小屋で生まれた
が、独学で法律を学び、テネシーの法務官にな
り、1812年戦争で連邦軍少将としてニューオリン
ズの戦いでイギリス軍を破って一躍有名になっ
た。ジャクソンは「平民（common　people）出身
の大統領」として民主主義のシンボルとなり、彼
の時代に民主主義が人々の間に広まった。大衆新
聞の発行、奴隷反対運動の激化、婦人参政権運動
の開始、大衆文学の興隆、公立学校の普及など文
化・教育面での民主主義的進展がみられた12）。
　しかし、そのジャクソソが、1830年にインディ
アン強制移住法を成立させ、緑豊かな東南部に住
んでいたNative　Americanを西部に追いやった
のである。白人との共存を望んで独自の文字をも
ち新聞まで発行していたCherokeeを厳冬の季節
に移住させた「涙の道（Trail　of　Tears）」が有名だ
が、そのようなジャクソンの政治姿勢と民主主義
をどのように結びつければよいのであろうか。
（2）ジェファーソン民主主義とジャクソン民主主
　義
　ここでいう「ジェファーソン民主主義」とは
「建国当時の民主主義」の総称である。彼の時代
は英国から独立する時代であり、農業の時代で
あった。したがって、彼の民主主義は、白人（厳
密にいえばイギリス人）の民主主義であり、農業
に立脚した独立自営農（self－reliant　yeoman）の民
主主義であった。ジェファーソンは、独立宣言を
起草する前にヴァージニアで50エーカーの土地を
均等に配分するヴァージニア邦憲法草案を書いて
いるが、ここに小農民を基盤にする農業共和国の
構想が読み取れる。
　また、独立思想そのものにピューリタンの伝統
が影響を与えていたことから、道徳的で理念的な
民主主義といえる。ジェファーソンと農本主義を
物語るのは『ヴァージニア覚え書き』の一節「も
し神が選民というものをもち給うとすれば、この
大地を耕すものこそ、神の選民である。この人た
ちの胸にこそ、神は特別のみはからいによって、
真に価値のある純正な美徳を託し給うたのであ
る」である13）が、ここに、彼の思想の保守性と孤
立主義がみてとれる。
　ざらに、ジェファーソン自身が奴隷を使う大プ
ランターであったこと、William　and　Mary大学
で学んだ弁護士であることなどから、彼の民主主
義は（平民出身のジャクソン民主主義に比べて）
貴族的あるいはエリート的であるWh。彼の市民と
いう概念は王権に対するものであり、ジャクソン
の時代の移民や平民のことを直接イメージしてい
ない。
　これに対して、ジャクソン民主主義の時代は、
工業化の時代であり、移民流入の時代である。し
たがって、彼の民主主義は多民族を対象とした大
衆的な民主主義であり、産業主義的な拡張主義を
もっている。また、ジェファーソン民主主義が信
仰と結びつき内面的・静的であるのに対して、
ジャクソン民主主義は自由な社会階層間の移動を
促したという意味で外部志向的で動的である。
　ターナーはジャクソソ民主主義を「フロンティ
ア民主主義」ととらえようとし、シュレジンガー
はそれを東部勤労大衆の動向を基盤に解釈し、
ホーフスタッターはそのなかに新興資本家階級の
投射をみた14｝が、フロンティア拡大にしても、大
衆運動にしても、新興資本家の台頭にしても、そ
「1 M者は、アメリカの大学がColonial　collegeにルーツがあり、　William　and　Mary大学をはじめとする東部の
Colonial　collegeがエリート主義的教育を行っていたことを拙稿「アメリカの州立大学」（長野大学紀要第21巻第
2号）で述べている。
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れは、「拡張主義の民主主義」と結びつく。
　やがて、彼自身がそうであったように、貧しい
移民が成功するアメリカソ・ドリームの時代、あ
るいはMark　Twainの作品に由来する「金ぴか時
代」が到来する。産業革命が進展すると機会平等
の原理が競争の市場原理と結びついて拡大してい
く。資本の論理と社会的進化論が民主主義の理念
と結びつく。実際に、産業革命後に統一した「一
つの市場」を得たアメリカは鉄道の時代を迎え、
「明白な運命（Manifest　Destiny）」という名目で
西部へ拡張していくのである。
　ジャクソンが民主主義のシンボルであると同時
に、インディアン強制移住法によってNative
Americanを西部に追いやった張本人であるとい
う矛盾は、実は、その時代の民主主義がもつ拡張
主義と深く結びついているのである。
　Boston近郊のsmall　townsであるLexington
とLincolnとConcordを結ぶ一帯にMinute
Man　National　Historic　Parkがあるが、この国立
歴史公園が1959年に創設された時の宣言文に“in
a　memorial　to　the　first　effective　stand　against
Colonial　rule，　a　revolution　still　going　on　in　other
parts　of　the　world（世界で初めて実質的に植民地
支配に対して立ち向かったことと、その革命が今
も世界各地で進行していることを記念して）”と
いう一文がある15）。1950年代は、世界各地で植民
地の独立が続いていたことを考えると、こうした
文章が加えられたことは理解できるが、ここにア
メリカ民主主義の拡張主義がみてとれる。
　民主主義は良いことだから世界各地に広めてい
かなければならないという考え方である。自分た
ちの正しいと信じたことは、他の人々にも伝えて
いきたいというのは宗教的な拡張主義にも通じ、
Puritanismの拡張主義的側面にも繋がる。また、
アメリカが「明白な運命」と豪語して西部へ進出
したのも、遅れたNative　Americanに自分たちの
政治・経済・社会制度を伝えることが使命である
という考えに基づいている。
　ちなみに、「帝国主義」という言葉は、レーニン
が階級闘争の言葉として使う以前にアメリカで使
われていた。それは、資本主義の世界制覇を意味
するのではなく、一つの集合体が他の集合体に影
響を拡大することであり、エジプトやローマで拡
大した支配領域を「帝国」
るIB）。
と呼んだことに由来す
（3）Lowellにみる産業革命と民主主義
　農本主義的ジェファーソン民主主義と産業主義
的ジャクソン民主主義の比較をBoston郊外の
small　townであるLowe11の事例でみてみたい。
LowellはMerrimack　Riverの水力を利用して発
展した綿工業の町である。町の名、Lowellとは、
イギリスから綿織機を導入した技術者の名前であ
る。
　この町では、19世紀の初頭、多くの農家の娘が
Cotton　Girlsの名のもとに工場で働いていた。当
時の農業は小規模で近代化が遅れていた。特に、
東部のsmall　townの農家は貧しかった。した
がって、彼女たちにとって、農業に従事するより
も工場で働いた方が経済的に有利だったのであ
る。
　しかし、Lowellのような綿工業の町が各地に
できるようになると、激しい価格競争がおこっ
て、彼女たちの賃金は抑えられ長時間労働を強い
られるようになった。すると、彼女たちは工場で
働かなくなり、一部ではストライキも行なった。
しかたなく経営者は競争力維持のために安価な移
民を雇うようになったということであるIT）。
　そして、彼女たちに代わってLowellに流入し
てきた移民こそ、アメリカに新たなパワーを与え
た人々である。このsmall　townでは、最初に
Canada系のフランス人がやってきて、アイルラ
ンド人、ドイツ人が続いた。
　この町に黒人奴隷はやってこなかったが、この
町の競争相手は南部の綿工業都市だった。その
後、このsmall　townは南部や海外の安い綿製品
との競争に敗れ衰退する。コスト競争の担い手は
Cotton　Girlsから移民に移ったが、やがてその移
民も町を離れていったのである。
　ここにジェファーソン民主主義とジャクソン民
主主義の違いを読み取ることができる。産業革命
の初期に活躍した白人女性たちは、ジェファーソ
ン民主主義の影響を受けており、市民の権利意識
が発達していた。アメリカ独立そのものが市民革
命だったからである。彼女たちの生活は決して楽
ではなかったが深い宗教心とともに自分たちの生
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活を守るself－madeの思想があった。
　市民意識をもった人間は権利を侵害されると行
動と結びつく。アメリカ革命が、アメリカ植民地
の得ていた既得権がフレンチ・アンド・インデa
アン戦争後の英国支配によって侵害されたために
生じた「iように、彼女たちの市民意識が低賃金長
時間労働を嫌う行動に結びついたのである。
　ジェファーソン民主主義は自己の内面的な価値
観に根ざしているので社会運動とはあまり結びつ
かない。彼女たちがこの小さな町Lowellでスト
ライキを強行したのは婦人参政権やスト権が確立
されるずっと前のことである。1840年の世界奴隷
制反対会議に女性の参加が認められなかったこと
でもわかるように、女性の権利が認められるのは
奴隷解放の後である。アメリカ史を年表的にみれ
ば、婦人参政権や労働者のスト権確立が産業革命
の後になってしまうが、small　townの生活に目を
むけると順序が逆だということに気がつく。
　その後に流入してきた移民は、アメリカンド
リームという経済的な成功を夢見てきた人々であ
る。それを保証したのがジャクソン民主主義であ
る。資本の論理と民主主義と結びついて移民が
Cotton　Girlsを追いやる。そこには機会均等と自
由競争が結びついている。
　やがて、産業革命が深く進行していくと市場競
争力のある者が勝ち残るという自然淘汰の原則
（ソーシャル・ダーウィニズム）が台頭してい
く。ここにアメリカ拡張主義のもう一つのルーツ
がある。
（4）ジャクソン民主主義と平民主義
　本論ではジェファーソン民主主義を自給自足的
農業に立脚した「孤立主義」と結びつけ、ジャク
ソン民主主i義を産業革命期の「拡張主義」と結び
つけて論じてきた。しかし、19世紀半ばのジャク
ソン民主主義は、建国の市民革命思想を平民主義
として平民に知らしめたという別の意義をもつ。
　1848年にラナルド・マクドナルドが捕鯨船で日
本に近づき、遭難をよそおって日本に上陸した。
母親がNative　Americanだったので日本に親し
みを感じていたのである。しかし、彼は長崎に護
送され座敷牢に閉じ込められた。
　その後、アメリカの軍艦が長崎に入港して艦長
が会見を奉行に申し込んできた。奉行は、当の艦
長が本国でどれほど重要な人物であるかを判断す
るために、マクドナルドに「艦長はアメリカでは
上から数えて何番目の人物か」と尋ねた。その
時のマクドナルドの答えは「まず第一が、人民
（people）…」だったという18）。
　まずコモン・ピープルがあって国家が成り立つ
という「建国＝民主主義」というアメリカン・デ
モクラシーを「建国＝天皇制」という歴史観を引
きずる幕末の日本人は理解しがたかったようであ
る。
　今でも日常知的にいえぽ、アメリカは「誰がつ
くったか」という質問にワシントンやピルグリム
・ファーザースをあげてしまいがちだし、アメリ
カでは「誰が一番偉いか」という質問に「大統
領」と答えてしまいがちである。だが、答えは、
少なくともジャクソン民主主義にしたがえば、い
ずれも「コモン・ピープル」である。平民出身の
ジャクソンは、みずからが大統領になることで、
平民がアメリカで一番上にあるということを平民
に示したのである。
7．Small　Governmentの思想
　アメリカの民主主義が自治にあることは広く知
られている。州政府が主権国家のように強大な権
限をもち、州ごとに教育や生活関連の法律が異な
る。しかし、その州の独立は、small　townの独立
と密接につながっている。
（1）コモンとタウン・ミーティング
　東部の街を行くと、街の中央にコモン（com－
mon）とよばれる空き地が必ずある。公園になっ
ている所もあれば、街のシンボルを中央におく広
d　英国の他の植民地が英国人と現地人という上下関係をもっていたのに対して、アメリカ植民地は英国人と英国
人の関係だった。当初、アメリカの植民地には自由な土地の所有など特許権（charter）が与えられていた。それ
が、アメリカにおける英仏戦争であるフレンチ・アンド・インディアン戦争の結果、仏領植民地が併合されたこ
とで、英国のアメリカ植民地支配が強化された。それが、独立戦争の契機となっている。
一49一
338 長野大学紀要　第21巻第3号　1999
場である場合もある。筆者は1974年にBoston
Commonとよばれるボストン中心部の公園をし
ばしば訪れて、人々が自由に思い思いの時間を楽
しんでいるのに感心した。楽器を弾く者、絵を描
く者、手作りの作品を売る者、日本なら騒音や商
売の規制がありそうな公共の場で、人々がそれぞ
れの主張をしていたのが新鮮だった。
　そして、そのcommonの意味（後述）を何度か
の訪米と滞在の末に再確認した。このBoston
Commonは1634年に市民が共有する公有地とな
り、それ以来、さまざまな歴史を刻んできた。
1638年にはQuaker教徒や海賊、犯罪者を罰する
処刑台が置かれている。
　独立戦争前夜には、既述のように、イギリス軍
が船でCharles　Riverを上ろうとしてBoston
Commonで野営し、　Pau1　Revereがそれを見て伝
令に走った。
　1851年には、Anita　Bloomerが男性ズボンに似
た服装で女性の権利を訴え、それがブルマーの
ルーツになったといわれるが、彼女がその独特の
服装で演説をしたのも、このBoston　Commonで
ある。
　今日でも、common広場には一人で演説をする
者もいる。この夏、訪れたときには、カントリー
・ミュージック風の音楽祭が行われ、その横で
は、チョークで大きな敷石に落書きをするコンテ
ストが開かれていた。人々は本を読んだり、スワ
ンボートに乗ったり、思い思いに憩いの時間を楽
しんでいた。
　このコモンの空間が、アメリカの政治意識の源
泉であり、small　townとsmall　governmentと
small　businessを結ぶ手がかりである。
（2）town　meetingの伝統
　筆者が研修留学中に統一地方選挙があった。大
統領選挙、中間選挙も含めて、アメリカの選挙は
秋にある。選挙という民主主義のイベントが定
まった年中カレンダーとなって生活の中に組み込
’まれている。
　選挙前の様子も違う。ところどころに候補者の
名前を書いた小さな立て札が立てられるが、日本
のようにポスターがいたるところに貼られるよう
なことはない。選挙宣伝カーによる連呼もない。
地方選挙は大統領選挙と違ってテレビによる選挙
運動もない。街は静かに投票日を迎えた。ところ
が、当日、数箇所の投票所に行ってみると、住民
が次々とやってきていた。
　投票は、投票マシーンによって行われていた
が、街の議員や保安官から市長、州知事、上院議
員まで非常に多くの人を選ぶのに住民は迷うこと
がなく、投票にあまり時間をかけていなかった。
驚いたことに、州憲法の修正に対する投票も同時
に行 われていた。法律の条文がかかれていて、
それを選ぶのである。彼ら彼女らは、どのように
して投票の判断を用意するのであろうか。
　ポスターや宣伝カーやテレビは、大衆政治で見
られるマス・マーケティングの手法であるが、ア
メリカの少なくともsmall　townには、そのよう
な選挙戦術はみられない。代わりにあるのが、小
規模な集会である。人々は立候補者の演説を聞い
て、対話をする。政策の中身を確かめて誰を選ぶ
か、あるいは州憲法の条文を判断する。
　いうまでもなく、ここに「自分たちの町のこと
は自分たちが決める」というtown　meetingの伝
統がある。政治の基本単位をsmall　townに置い
たtown　meetingは、アメリカ民主主義の原点で
もある。
　もちろん、町の住民全員がtown　meetingに参
加するわけではない。全立候補者の話を聞くこと
は時間的に大変である。そのことを友人H氏に尋
ねたら、弁護士などが、そうしたtown　meeting
の情報を伝えてくれるので、候補者の考え方は自
然と住民に伝わると教えてくれた。宣伝カーもボ
スターもない静かな選挙運動に「自分の目」で選
ぶという自己信頼の思想があるように思えた。
　その分、選挙結果はシビアな住民のチェックを
うける。アメリカには連邦警察→州警察→カウン
ティ・ポリス（シティ・ポリス）という警察機構
があるが、一方で自治的な警察機能として住民の
投票によって選ばれるシェリフ（sheriff）という
保安官がいる。筆者の留学中にシェリフが牢獄運
営の資金を私的に流用するという事件があった
が、これが地元新聞に告発され住民の厳しい批判
を浴びていた。
　また地方自治と国政がネットワークで結ばれて
いる。選ばれた市長は、知事や上院議員を支持す
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・る。アメリカの大統領選挙がコーカサスやコンベ
ンションを通じて地域の代議員から選出されるの
もsmaH　townの意志を国政に反映する仕組みで
ある。
　逆に、上院議員や知事もsmall　townを大切に
する。筆者の研修留学中にクリントン大統領の弾
劾裁判があったが、その時は、上院議員が自分の
意志を説明するためにBloomingtonまで回って
きた。
　アメリカ民主主義の底力は地方にある。「人民
の人民による」自治があって「人民のための」政
治が成り立つことをsmall　townは実践している。
そこにある「根っこの確かな（ingrained）民主主
義」こそがアメリカの強さである。
8．　自己実現と起業家精神
　本稿では、起業家精神を自己実現と結びつけて
論じてきた。それはsmall　townのライフスタイ
ルと結びついている。コモン・ピープルが自分の
手の届く範囲で、あるいは実感できる範囲で仕事
をしたいという欲求と結びついている。
（1）三っのsmallとcommonの感覚
　日本人に比べて、アメリカ人は「小さいこと」
への憧れが大きいように思える。その代表例が、
small　townとsmall　governmentであり、small
businessである。国家レベルや経済レベルでは拡
張主義的が目立つが、個人レベルでは政府を小さ
くとどめ、小さな町で手の届く範囲で手応えのあ
るビジネスをしたいという願望がある。
　アメリカの政治の中心はsmall　townにある。
ニューヨーク州の州都はNew　Yorkではなく
Albanyであり、カリフォルニア州の州都はLos
AngelesではなくSacramentoであるが、さらに
小さな単位で政治が生きている。
　既述のとおり、アメリカではsmall　townが健
在であり、town　meetingを基盤とするsmall
governmentが機能している。そこには、建国以
来のジェファーソン民主主義が息づいており、強
い独立精神と自己信頼あるいは自己責任の意識が
ある。
　このsmall　townとsmal1　governmentは、コモ
ン（common）という共通項をもっている。コモ
ンという共有地は、町の人々が自由にくつろぐこ
とのできる憩いの場であり、民主政治の場でも
あった。
　開拓者たちはstate（州）を作るまえにコモン
ウェルス（commonwealth）という自治国を作っ
たが、それはコモン・ピープル（common
people）による手の届く範囲の国づくりであっ
た。Massachusetts植民地がみずからをColony
ではなくCommonwealthと称したのは、王政に
対するcommon　peopleの国づくりを表明してい
たのである。
　アメリカの法律がコモン・ロー（common　law）
とよぼれる慣習法であるのも、あるいは市民参加
の陪審員制度を維持しているのもcommon
people（市井の人々）のcommon　sense（常識）
が政治・司法の理念的基礎となっているからであ
る。
　Thomas　Paineの『コモン・センス（Common
Sense）』は、初めに「政府はたとえ最上の状態に
おいてもやむをえない悪にすぎない19）」と「小さ
な政府」の理想を述べ、聖書の言葉から分かりや
すく世襲制（王政や貴族政治）を批判し、コモン
・ピープルによる共和制の必要を説いている。
　この小冊子がアメリカ革命の引き金になったこ
とは有名だが、表現が論文調ではなく平易な日常
語で語られていること、最初は匿名で出されたこ
と、リプリントにリプリントを重ねて人々の間に
広まったことなどを含め、アメリカ人の心をつか
んだことは確かである。ここに「平凡な人の日常
の中に自己実現があり、それが理想の国づくりに
つながる」という「コモン・センス（常識）」が潜
んでいる。
　コモン（common）とは、私的世界（private）と
図表　アメリカにおけるsmall志向とコモンの考え方
Small　gOVemment
　　　　　　　　曾
private→common－一レpublic
small　town sma11　business
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公的世界（public）の中間にある世界である。そ
れは、small　townの自治的コミュニティのみが共
有する世界であり、手作りの感覚が残る公私共有
の場である。こうした場でこそ、自己が実現でき
るとアメリカ人は考えているように思える。
（2）起業家精神における拡張主義と孤立主義
　起業家精神をギャンブル精神と同一次元でみる
と誤りに陥りやすい。日本人は、アメリカ人がリ
スクを好むギャンブル好きの国民と考えがちだ
が、起業家精神は山師的な野心だけでは育たな
△
　もちろん、世俗的な成功は美徳とされ社会進化
論の影響も残っているアメリカ社会では起業家精
神は拡張主義的な側面ももつが、他方で、起業家
精神は自己実現と深い繋がりがある。事業を起こ
すことが、セルフメイドの自分の世界を創るこ
と、あるいは他人と違う自分を実現することに通
じる。
　アメリカでは成功したベンチャーが比較的早い
段階で身売りをするケースが多い。あるいは、株
式公開した段階で、専門経営者に経営を任せて、
早々と余生を過ごす起業家がいる。それでも隠居
生活をするのではなくガレージで機械いじりをし
たり、コンピュータの前でソフト作りをする。ハ
ンドメイドのビジネスを続けるのである。
　世俗的な成功や野心は拡張主義を刺激するが、
ある段階で孤立主義的な自己の世界を守ろうとす
る。すでにPuritanismにもアメリカ民主主義に
も孤立主義と拡張主義が内在していることを示し
た。起業家精神にも、拡張主義と孤立主義が微妙
に絡み合ったところがある。
（3）自己信頼と少子化
　あるアメリカ人に「沢山のネズミを狭い箱に入
れると子供を産まなくなるというが、日本は大都
市への一極集中によって少子化を招いたのではな
いか」と尋ねられた。Bloomingtonに8年住んで
いる日本人の夫人は「この環境だと子供がたくさ
ん欲しくなる」と語った。たしかに、アメリカの
small　townの強さは出生率が低下していないと
いうことと関係がある。
　その夫人によれば、small　townの居心地のよさ
は、教育と経済にある。子供の教育に神経を配る
必要がないし、生活費が相対的に安いので、安心
して子供が産めるという。
　庭先に野生のウサギやリスが現れ木登りできる
木が豊富にあるような環境では、子供はコン
ピュータ・ゲームに夢中にならないようである。
学校教育が画一的でないので、受験勉強の負担も
少ない。小学校から高校まで、個人プロジェクト
とよばれる自主的学習が中心である。
　逆にこうしたsmall　townでは「しつけ」が家庭
でも学校でも厳しく、自己責任の思想が徹底して
いる。また、地域のイベントがキリスト教的カレ
ンダーにしたがって子供を育てているためピュー
リタン的自己信頼の思想も生まれる。夏休みが長
いので多くの子供がサマーキャンプに参加する
が、そのキャンプは自己責任の観念を植え付けて
いる。日本の子供たちの自己中心的な行動や自律
の遅れは、自己責任の考え方が身についていない
ことと無縁でないように思える。結果的にそれが
親にとって余計に子育ての負担になっている。
　アメリカのsmall　townでは自給自足的なライ
フスタイルが継続しているので、贅沢さえしなけ
れば、生活費は極めて少なくてすむ。自由競争の
結果として貧富の差が広がっているという報道は
都市部のスラム化した町を取材したマスメディア
の作ったアメリカであり、small　townでは、失業
老や老人は安定した生活をしている。それは、低
コスF社会だからである。ベンチャービジネスに
失敗しても安い農産物を買って贅沢しなければ
small　townでは暮らしていける。
　高コスト社会は、落ちこぼれに厳しい社会であ
る。日本で失業が不安なのは高コスト社会だから
である。土地や物価が高いため一度失職すると
ホームレスになってしまう恐怖がある。学校でも
落ちこぼれないようにと考えるのは、落ちこぼれ
が個性ではなく弱者に直結するからである。
　Midwestは「古き良きアメリカ」を代表してい
るといわれるが、その理由の一つは、出生率が低
下せず、勤勉、清潔、正直が美徳とされ、土地に
定着しながら“live　good　lives　in　a　good　world”
という健全な常識をもつ若者が多いからかもしれ
ない。少なくとも私の留学した環境ではブランド
物のバッグを欲しがり流行をむやみに追い求める
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若者とは出会わなかった。
（4）Big　Shipからsmall　townへ
　1866年、横井左平太と横井太平が、長崎の宣教
師フルベッキ（Verbeck）の紹介で留学したが、
その際、留学理由を尋ねられて「Big　ShipとBig
Gunについて学びたい」と述べたという2°）。
　最初のアメリカ留学生ジョン万次郎は、5か月
間の無人島生活の後、ジョン・ポートランド号と
いう捕鯨船に救助され、ボストン近郊のsmall
town、フェアヘブンに着いた。筆者は万次郎が住
んだホイットフィールド船長の家を訪ね、万次郎
が学んだストーン・スクールという私塾も見学し
たが、筆者を迎えてくれたDeborah　Morrisとい
うホイットフィールド船長の子孫から、万次郎が
羅針盤の読み方など航海術を学んだことを聞い
た。当然、万次郎の知識は、勝海舟らを通じて日
本の知識人に伝えられたはずである。
　明治時代のアメリカは造船先進国であり、ペ
リー艦隊に驚いた当時の日本人がまずは、航海術
を学ぼうと考えたのは当然である。それが、第二
次世界大戦の巨艦主義にまで通じるが、戦後もア
メリカから経営術を学ぼうとした点において、
Big　Shipの伝統は今日まで継続しているといえ
る。
　筆者自身も、1982年から1984年までビジネスス
クールで、ファイナンスという経営術を学んだ
が、その際、アメリカ人の起業家精神のルーツに
ついては考えが及ぼなかった。アメリカではハー
ヴァード・ビジネススクールを卒業した学生の大
半がベンチャー・ビジネスに関与している。ベン
チャーといえば聞こえがいいが、small　business
（零細企業）であり「小さな組織」である。
　日本では東京大学を卒業した若者の大半が官庁
や大企業など「大きな組織」を志向する。本論の
「大学院を出て新聞配達をする青年」で述べた
が、日本で大学院を卒業した学生が好んで新聞配
達を始めるだろうか。
　その違いが、自己責任を好みセルフ・メイドの
ビジネスを志向するアメリカ人のライフスタイル
に関係があるとしたら、航海術や経営術のような
表面的な技術をいくら学んでもベンチャービジネ
スの核心は学べない。筆老は、今回の再留学を通
じて、small　townのライフスタイルから起業家精
神のルーツを学んだように思える。
まとめにかえて
　日本とアメリカは違うという議論がある。国民
性や国土の広さや遺伝子を理由にアメリカの起業
家精神はアメリカの特殊事情のもとで生まれたと
いう議論である。本論でも紹介したように、それ
らは根拠のないことではない。
　しかし、こうした議論は、日本でベンチャーは
育たないという結論を導き出す。国民性、国土、
遺伝子などで、違う土壌に種をまいても無駄だと
いう議論である。そうなれば、種をまくこと自体
がナンセンスである。国家によるベソチャー支援
は国民の血税を無駄使いしていることになる。
　近代社会が人間疎外を生んだことは多くの社会
学者が指摘するとおりである。特に、海外から工
業化と民主主義を導入したわが国では、国家や首
都に対する地方（small　town）の依存を生み出し
ており、組織に忠誠を誓う分だけ都市部での人間
疎外も深刻であるように思える。
　第二次産業中心の工業社会において集団主義的
な経営はうまく機能した。組織で働く人々もコ
ミュニティにかわって組織に帰属することで疎外
感をまぬがれてきたからである。しかし、第三次
産業が拡大し、情報化が進展する中で、組織から
も放り出された人々の人間疎外は深刻である。
　こうした情報化の進展と人間疎外の観点にたて
ば、自己を身近なセルフメイドの世界で実現する
起業家精神は、「アメリカの特異性」として単純
な異文化論の中で切り捨てることができない。ベ
ンチャーを利用して経済を再生しようというよう
な単なる経済活性化の政策論でもすまされない。
　日本人は明治以来、Big　Shipの秘密をアメリカ
に学び、造船技術から経営技術まで表面的な成果
を学んできたが、本論では、起業家精神をアメリ
カのsmall　townのライフスタイルと結びつけて
論じてきた。起業家精神は経営技術論では理解で
きないものを含んでおり、Puritanismやアメリカ
民主主義の伝統と切り離すことができない。
　アメリカにおけるPuritanismは宗教的ピューリ
タン社会が終焉した後も、断絶することなく社会
・文化の中に体質として継承された。宗派や人種
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に関係なく、特に、その道徳性は、本来の教義や
信仰が衰退した後も市民意識としてアメリカ社会
に浸透した2「）。
　同様に、アメリカン・デモクラシーは、農本主
義的ジェファーソン民主主義と産業主義的ジャク
ソン民主主義をへて、アメリカ人のライフスタイ
ルに深く浸透している。企業を起こす行為は、起
業家にとって「建国」のイメージと直結している
のである。
　アメリカは広大で多様な国であるので、筆者の
経験だけで結論を導き出すことはできない。その
ことを十分承知した上であえて言う．ならば、マス
コミ報道や短期間の調査旅行でみえないものがあ
る。世俗的な成功を追い求める「拡張主義的な起
業家精神」の存在は自明すぎるので、本論ではあ
えて切り離してきた。むしろ、自己信頼に基づく
「孤立主義的な起業家精神」の実在に気づくべき
である。起業ということ自体が、少なくとも
Midwestのライフスタイルでは、自分を確認し、
生きることの証であり、神が味方し、誰からも共
感を得る道につながっているように思える。
　　　　　　　　　　　　　（1999．10．7受理）
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